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１．展示施設の類似事例調査
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展示施設の方向性や展示内容、利用者層について、以下の類似施設を対象に、利用者層や遺跡等の公
開方法、先端技術の活用等の位置付けを調査した。
・「沖縄・平和と人権博物館ネットワーク」に参加する施設のうち、戦争遺跡の展示がある施設（1～5）
・県内外の戦争遺跡に係る展示施設（6～12）

施設名称
年間

来場者数

来場者全体
に対する学校
団体の割合

戦跡公開方法
（実物公開）

戦跡公開方法
（模型再現）

先端技術
（施設内）

先端技術
（Web）

1 ひめゆり平和祈念資料館 約40万人 約５割 外部公開のみ － × ×

2 対馬丸記念館 約3万人 約５割 遺構なし リアル再現 × ×

3 南風原文化センター 約0.6万人 約４割
内部公開
（ガイド同伴）

リアル再現 × ×

4 沖縄県平和祈念資料館 約30万人 約５割 遺構なし イメージ再現 × ×

5 旧海軍司令部壕資料館 約10万人 約２割 内部公開 － × ●

6 糸数アブチラガマ案内センター 約7万人 約７割
内部公開
（ガイド同伴）

－ × ●

7 ユンタンザミュージアム 約3万人 約２割 遺構なし イメージ再現 × ×

8 北九州市平和のまちミュージアム 約5万人 約２割 遺構なし イメージ再現 ● ×

9 長崎原爆資料館 約70万人 約２割 遺構なし リアル再現 × ×

10 広島平和記念資料館 約220万人 約２割 外部公開のみ リアル再現 × ×

11 知覧特攻平和会館 約40万人 約１割 遺構なし リアル再現 × ×

12
山の中の海軍の町にしき
ひみつ基地ミュージアム

約2万人 約２割 遺構なし リアル再現 × ×

(参考) 首里城公園 約150万人 約２割 内部公開 － × ×



１．展示施設の類似事例調査
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各展示施設の位置付けは、以下の方法で分類を行った。

■分類１：主な利用者層
＜来場者全体に対する学校団体のおおよその割合＞
①８割以上 ②６割以上～８割未満 ③４割以上～６割未満 ④２割以上～４割未満 ⑤２割未満

■分類２：戦争遺跡等の公開方法
＜実物公開＞
Ⓐ外部＋内部公開 Ⓑ外部＋内部公開（ガイド同伴） Ⓒ外部のみ公開

＜模型再現＞
Ⓓリアル再現 Ⓔイメージ再現

旧海軍司令部壕 糸数アブチラガマ 伊原第三外科壕（ひめゆりの塔）

広島平和記念資料館 ユンタンザミュージアム
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戦争遺跡関連の展示施設の位置付けについて、主な利用者層・遺跡等の公開方法のマトリクス分類を行った
結果、県外の施設は一般来訪者向けが多い一方で、県内の施設は学校教育向けとなっており、先端技術を併
用した事例は少なかった。第３２軍司令部壕展示施設は、以下の位置付けが想定される。
○主な利用者層 ：多くの学校団体の来訪が想定されるが、一般来訪者が多い首里城公園にも近接している

ため、学校教育向けと一般来訪者向けの展示が両立した施設
○遺跡等の公開方法：壕全体の公開は困難なため、先端技術も活用した実物公開型の施設

２．マトリクス分類に基づく展示施設の位置付けと整備の方向性
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【凡例】
★ 第３２軍司令部壕展示施設※
１ ひめゆり平和祈念資料館
２ 対馬丸記念館
３ 南風原文化センター
４ 沖縄県平和祈念資料館
５ 旧海軍司令部壕資料館※
６ 糸数アブチラガマ案内センター※
７ ユンタンザミュージアム 
８ 北九州市平和のまちミュージアム※
９ 長崎原爆資料館
１０ 広島平和記念資料館
１１ 知覧特攻平和会館
１２ 山の中の海軍の町にしき

ひみつ基地ミュージアム

青：沖縄県内
緑：沖縄県外
※施設内またはWeb上で先端技術の活用を
行っている事例（VR/AR/MRによる映像視聴等）

＜展示施設の位置付けマトリクス分類（案）＞

第３２軍司令部壕展示施設は、年齢層・知識の深さ・壕への思いが異なる多様な方々に向けて、壕の実物公
開や先端技術の併用により、沖縄戦の実相と教訓を正確に次世代へ伝える施設となることが求められる。

▼
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